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巻

頭

仁二3

桂
紹
降
先
生
は
平
成
二
十
問
年
三
月
を
以
て
龍
谷
大
学
教
授
の
職
を
定
年
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
有
縁
の
者
が
集
い
、
さ

さ
や
か
な
論
文
集
を
編
ん
で
『
悌
教
事
研
究
』
記
念
号
と
し
て
刊
行
し
、
先
生
の
学
思
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

桂
先
生
は
昭
和
四
十
一
年
三
月
京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
仏
教
学
専
攻
卒
業
、
四
十
三
年
三
月
同
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

終
了
後
、
四
月
に
同
博
士
課
程
に
進
学
さ
れ
、
在
学
中
の
昭
和
四
十
三
年
九
月
ト
ロ
ン
ト
大
学
大
学
院
博
士
課
程
に
留
学
、
四
十
七

年
六
月
ま
で
在
籍
さ
れ
ま
し
た
。
四
十
九
年
十
二
月
に
ト
ロ
ン
ト
大
学
で
司
F
U
¥
六
十
二
年
三
月
に
京
都
大
学
で
文
学
博
士
の
学

伎
を
取
得
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

カ
ナ
ダ
滞
在
中
の
四
十
七
年
七
月
か
ら
四
十
九
年
六
月
ま
で
ト
ロ
ン
ト
大
学
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
イ
ン
ド
学
科
専
任
講
師
を
勤
め

ら
れ
、
帰
国
後
の
五
十
年
四
月
か
ら
五
十
一
年
八
月
ま
で
京
都
産
業
大
学
教
養
部
専
任
講
師
を
経
て
、
同
年
九
月
に
広
島
大
学
文
学

部
専
任
講
師
、
五
十
三
年
間
助
教
授
、
平
成
元
年
同
教
授
に
昇
任
、
十
六
年
三
月
ま
で
在
職
さ
れ
、
退
職
時
に
名
誉
教
授
と
な
ら
れ

ま
し
た
。
広
島
大
学
ご
退
職
と
と
も
に
平
成
十
六
年
四
月
龍
谷
大
学
文
学
部
教
授
に
ご
着
任
、
昨
平
成
二
十
四
年
三
月
に
定
年
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
が
、
同
年
四
月
よ
り
龍
谷
大
学
文
学
部
特
任
教
授
と
し
て
大
学
院
科
目
を
中
心
に
引
き
続
き
ご
指
導
項
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
間
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
二
年
間
、
龍
谷
大
学
宗
教
部
長
の
要
職
を
務
め
ら
れ
、
建
学
の
精
神
た
る
浄
土
翼
宗
の
精
神

の
漏
養
と
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
二
年
四
月
、
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
と
し
て

龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
(
略
称
∞
〉
問
。
が
発
足
す
る
に
あ
た
り
同
所
長
に
就
任
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。



先
生
の
本
学
教
授
と
し
て
の
ご
在
職
期
間
八
年
は
長
か
ら
ぬ
も
の
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ご
着
任
以
来
文
字
通
り
寸
暇
を
惜
し
ん

で
教
育
と
研
究
に
精
励
さ
れ
、
更
に
は
ご
多
忙
を
縫
っ
て
大
学
運
営
に
も
一
瞥
の
力
を
お
貸
し
下
さ
い
ま
し
た
。
教
育
面
で
は
学
部

大
学
院
を
通
じ
非
常
な
熱
意
を
も
っ
て
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
に
課
程
博
士
の
育
成
に
意
を

用
い
ら
れ
、
留
学
生
を
合
め
て
八
名
が
先
生
の
薫
陶
の
も
と
に
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。
研
究
而
で
は
、
ご
専
門
の
仰
教
知
識
論
を

中
心
と
し
た
幅
広
い
ご
業
績
と
同
際
的
な
ご
活
躍
に
つ
い
て
こ
こ
に
賛
言
を
要
し
ま
せ
ん
。
そ
の
一
端
は
、
別
に
記
さ
れ
る
ご
略
歴

及
ぴ
著
述
目
録
に
示
さ
れ
る
と
お
り
で
す
。
平
成
二
卜
二
年
に
中
村
元
東
方
学
術
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
は
斯
学
に
お
け
る
先
生
の

声
倒
を
示
す
一
例
で
す
が
、
特
に
本
学
ご
在
職
中
の
出
来
事
で
あ
っ
た
だ
け
に
私
共
学
科
教
員
一
同
の
大
き
な
慶
び
で
あ
り
誇
り
で

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
前
述
の
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
先
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
凶
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
侠
っ

て
初
め
て
実
現
し
た
事
業
で
あ
り
、
平
成
二
十
三
年
に
本
学
と
中
国
磁
学
研
究
中
心
と
の
聞
で
学
術
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
た
の
も
、

'
一
偏
に
先
生
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

私
事
に
わ
た
り
ま
す
が
、
広
島
大
学
ご
在
職
中
か
ら
私
淑
し
ま
た
直
接
間
接
の
ご
教
一
部
に
預
か
っ
て
い
た
先
生
を
、
二
十
余
年
の

後
に
本
学
に
お
迎
え
し
、
同
じ
仏
教
学
教
室
の
一
員
と
し
て
親
し
く
ご
厚
誼
を
賜
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
予
想
だ
に
し
な
い
こ
と

で
し
た
。
数
々
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
僅
か
な
が
ら
も
お
手
伝
い
出
来
た
こ
と
と
併
せ
て
、
御
縁
の
不
思
議
と
身
の
幸

い
に
岡
山
い
を
致
す
次
第
で
す
。

松
先
生
の
本
学
並
ぴ
に
悌
教
学
会
へ
の
ご
貢
献
に
対
し
改
め
て
深
甚
な
る
敬
意
と
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
念
願
し
て
、
巻
頭
の
辞
に
代
え
さ
せ
て
項
き
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
三
月

龍
谷
大
学
側
教
学
会
長

若

原

雄

日召
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日

次

巻
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言
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
若
原
雄
昭
:
:
:
一

桂紹隆教授略暦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・=一

に
説
か
れ
る
四
有
為
相
:
・
:
:
j
i
-
-
:
:
:
武

チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
阿
弥
陀
経
の
受
容

j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
能

-
|
訳
経
の
視
点
か
ら
|
|

『
入
阿
毘
達
磨
論
』

田

宏

道

正

顕
:
:
:
ニ
七

平
成
二
十
三
年
度
龍
谷
仏
教
学
会
学
術
研
究
発
表
会
要
U
H
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
五
一

平
成
二
十
四
年
度
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
一
覧
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
五

平
成
二
十
四
年
度
大
学
院
修
士
論
文
題

H
一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・五九

平成二十四年度龍谷仏教学会葉報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・六白

執筆者紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・六一

平
成
二
十
三
年
度
龍
谷
仏
教
学
会
学
術
研
究
発
表
会
要
旨
:

ベ
ル
リ
ン
の
仏
教
事
情
・
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
:
・j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
三

『
中
論
頚
』
第
お
章
に
お
け
る
無
記
説
:
:
・
:
:
j
i
-
-
:
:
・j
i
-
-
-
金

谷

真.

澄
:
:
:
側

沢

豊
:
:
:
側
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止
行
者
と
観
行
者
の
対
立
------------------------------------------------MPE目

g
g
zの
ま
同
:
:
:
ω

|
|
現
代
タ
イ
仏
教
界
の
車
、
想
法
を
め
ぐ
っ
て
|
|

仏教とは何か・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・松

|
|
説
一
切
有
部
の
仏
教
観
|
|

デ
ィ
グ
ナ

l
ガ
の
感
官
知
説
と
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
伝
統
:
:
:
:
:
:
古

縁起解釈と諸学派の立場・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・楠

|
|
『
倶
合
論
』
と
『
縁
起
純
釈
』
を
中
心
に
|
|

『
業
施
設
』
和
訳
研
究

(
3
)

|
|
第
3
掌
1
第
5
章
|
|

三主主

目

縁
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平
成
二
十
四
年
度

釈
尊
の
研
究

宮
沢
賢
治
の
仏
教
観

仏
教
は
知
的
に
障
が
い
の
あ
る
者
を
救
え
る
か

比
叡
山
に
お
け
る
行

芯
性
の
研
究

仏
教
と
修
験
道

十
住
毘
婆
沙
論
の
研
究

日

蓮

に

お

け

る

善

悪

論

，

|
|
『
立
正
安
国
論
』
を
中
心
に
|
|

弘
法
大
師
空
海
の
研
究

道
立
の
成
律
観

品
X

茶
維
の
研
究

道
一
川
神
川
の
研
究

型
覚
の
研
究

|
|
『
唯
信
紗
』
を
中
心
に
|
|

空
海
に
お
け
る
ト
住
心
思
想
の
研
究

仏
教
と
音
楽

熊
野
信
仰
の
研
究

神
仏
留
A
n
の
研
究

『
無
門
関
』
の
研
究

文
学
部
卒
業
論
文
題
目
一
覧

土竹清柴江今高小
岡本水 HI夏中山菅

歩 {呆指大博真龍
美強典宏地之ー慈

宮平 i賓西永
部井岡山管

Wi卓明英
亮太也範地

森

崎

正

裕

原
田
絵
里
香

赤

坂

真

吾

赤

松

千

華

浅

田

明

道

『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
念
仏
の
意
義

|
|
『
往
生
要
集
』
と
比
較
し
て
|
|

イ
ン
ド
宗
教
に
見
受
け
ら
れ
る
来
世
観

ア
ジ
ャ
ン
タ

l
石
窟

ガ
ン
デ
ィ

l
に
お
け
る
非
暴
力
の
思
想
と
実
践

イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
美
術
の
概
念

ー
ー
ガ
ン
ダ

l
ラ
美
術
と
マ
ト
ゥ
ラ

l
美
術
|
|

タ
ゴ

l
ル
の
思
想
と
行
動

ヴ
ァ
イ
シ
ェ

l
シ
カ
学
派
の
人
間
観

|
|
ア
ー
ト
マ
ン
・
マ
ナ
ス
・
身
体
|
|

不
飲
酒
戒
の
研
究

『
末
法
燈
明
記
』
の
研
究

鞍
馬
寺
の
研
究

ム
ハ
道
輪
廻
に
於
け
る
転
生
に
つ
い
て

地
獄
思
想
の
研
究

|
|
『
往
生
要
集
』
を
中
心
に
|
|

法
然
の
生
死
観
に
つ
い
て

日
本
の
民
話
・
説
話
に
お
け
る
仏
教
的
要
素

説
一
切
有
部
に
お
け
る
無
表
業
の
研
究

仏
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ

l
教
の
神
様

;蓑
原

賢
凌

千i1)~ H!1. 't: 
HlI以島 j主

宗孝孝大
平 'fL輔祐

上井
田上
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洋
有
紗

上

回

期

太

上

本

愛

大
塚
彦
太
朗

大

友

麻

美

同

川

史

弥

尼奥奥小
崎野田川

宏白智吾
樹然勝大



『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
仏
教
思
想

伝
教
大
州
最
市
の
戒
律
観

唯
識
教
学
に
お
け
る
阿
頼
耶
識
締
起
に
つ
い
て

栄
州
仰
の
研
究

|
|
特
に
『
興
禅
謎
悶
諭
』
を
中
心
と
し
て
|
|

大
谷
探
検
隊
の
仏
教
研
究

金
光
教
と
日
本
仏
教
の
比
較
研
究

|
|
特
に
教
義
と
布
教
を
中
心
と
し
て
|
|

初
期
仏
教
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
考
察

空
海
の
言
語
論
に
つ
い
て

天
台
教
義
と
空
思
想

仏
教
と
州
却
材
学

日
本
に
お
け
る
末
法
怠
識
の
変
遷

|
|
槻
伝
・
法
然
・
親
鳴
の
浄
土
教
を
中
心
と
し
て
|
|

古
代
仏
教
寺
院
に
お
け
る
伽
能
配
置
の
研
究

日
本
文
学
と
仏
教

l
l小
林
秀
雄
を
中
心
に
し
て
|
|

沢
庵
の
禅
思
想
の
研
究

供
花
と
車
道

|
|
仏
教
と
芸
術
の
接
点
|
|

サ

l
ン
チ

l
・
ス
ト
ゥ

l
パ
の
研
究

空
海
の
術
教
品
川
仰
の
研
究

慈
党
大
川
川
仁
の
研
究

仏
教
は
山
死
を
ど
う
位
置
付
け
る
の
か

融
問
雌
英
樹

逆
瀬
川
龍
太
郎

片片柏 4、
芝|面l山畑

秀裕美
亮仁祐帆

L楠
藤 16i

直光
人純

倉

橋

初

明

黒

瀬

英

世

見
城
怜
太
郎

小

山

恭

佳

斉

藤

顕

也

佐

々

木

啓

佐
藤
香
菜
子

新下篠塩
ifi 11葉原見

孝尚英陽
子樹信平

東
寺
立
体
受
茶
羅
の
研
究

|
|
密
教
建
築
の
視
点
か
ら
1
1

法
然
上
人
の
研
究

叡
怖
ゅ
の
研
究

法
然
浄
L
L
教
の
研
究

出
始
仏
教
に
お
け
る
「
.
忠
」

|
|
『
ダ
ン
マ
・
パ
ダ
』
を
手
が
か
り
に
し
て
|
|

弁
長
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
理
解

日
本
仏
教
に
お
け
る
「
悪
の
自
覚
」

仏
教
に
お
け
る
「
香
」
の
役
割

一
品
空
に
お
け
る
善
導
教
学
の
影
響

『
山
中
諭
』
の
研
究

|
|
目
立
を
中
心
に
|
|

中
凶

-
H
本
天
台
に
お
け
る
衆
生
観
の
変
逝

弘
法
大
師
宅
海
の
研
究

法
然
の
浄
土
教
思
想
の
研
究

ア
ジ
ヤ
ン
タ

l
石
慌
に
お
け
る
壁
同
の
研
究

地
蔵
菩
薩
信
仰
の
変
遷

ア
ピ
ダ
ル
マ
に
お
け
る
二
十
二
根
の
研
究

平
安
則
に
お
け
る
修
法

法
然
浄
土
教
の
研
究

三
一
一
榔
実
論
争
に
お
け
る
こ
釆
作
仏
に
つ
い
て

悦
宅
・
弁
H
K
に
お
け
る
観
経
観

仏
教
と
社
会

言~:
t古
野

玲
子

曽鈴鈴杉
根本木本

山弘珠
梨 ~II 予晩

高

木

沙

紀

高

田

悠

高
谷
嵯
大
朗

高

野

純

也

武

川

健

吾
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武

川

弘

樹

唯

有

敬

心

辰

見

宏

幸

田

中

真

央

天

宅

絢

子

徳

山

響

冨

問

真

吾

中
大
路
佳
寿

中

向

教

芳

中

村

公

彦

.
内
村
拓
哉



ー
ー
カ
ル
ト
教
団
の
反
社
会
性
の
考
察
を
通
し
て
|
|

寸

評

薩

の

導

き

」

か

「

信

仰

の

力

」

か

樫

本

佑

芙

|
|
『
A
『
昔
物
語
集
』
巻
十
七
第
三
十
三
訴
に
お
け
る
憎
の
求
道
|
|

十

二

神

将

の

研

究

橋

元

信

勝

ア
シ
ョ

l
ヵ

.

上

と

仏

教

八

必

智

美

病

と

向

き

合

う

仏

教

服

部

温

華

-
1
3刺
草
紙
』
を
予
が
か
リ
に
し
て
|
|

提

婆

達

多

の

研

究

林

寺

香

川

似

伝

の

仰

陀

い

い

仰

の

研

究

針

川

町

判

明

|
|
特
に
『
往
生
要
集
』
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
を
中
心
と
し
て
|
|

「

中

陰

」

の

研

究

・

東

根

|
|
『
成
実
諭
』
を
中
心
に
|
|

弁
才
天
と
宇
賀
神

『
唯
識
三
十
矧
』
に
お
け
る
水
郎
織
に
つ
い
て
の
一
考
禦

千
体
千
手
観
音
立
像
の
研
究

法
然
浄
土
教
の
研
究

仏
教
生
命
観

カ
l
ス
ト
解
放
運
動
の
系
譜

ア
ン
ベ

l
ド
カ
ル
の
生
.
世
と
思
必

空
海
の
H

空
茶
雑
観

初
期
ジ
ヤ
イ
ナ
教
の
研
究

|
|
仏
教
と
の
対
比
を
中
心
に
|
|

『
子
家
物
語
』
に
見
る
仏
教
観

シ
ャ
ン
カ
ラ
の
不
二
一
疋
論

腐

田

尚

子

深

川

賢

一

藤

本

裕

真

藤
聞
く
ら
ら

干
場
三
奈
美

堀

江

早

希

雨

中

澗

牧

野

礼

住

松

井

祐

貴

三
木
は
る
ひ

光

井

尚

樹

『

往

生

要

集

』

に

お

け

る

菩

提

心

に

つ

い

て

宮

崎

三

経

義

疏

の

撰

述

問

題

に

つ

い

て

村

山

踊

り

念

仏

の

研

究

望

月

戦

川

武

将

の

神

仏

信

仰

森

田

鑑

真

の

研

究

屋

敷

ー

l
日
本
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
変
化
を
中
心
に
し
て
|
|

中

陰

の

一

考

察

山

内

「

九

相

図

」

の

研

究

山

下

れ
分
の
子
供
を
布
施
す
べ
き
か

|
|
『
ヴ
ェ
ッ
サ
ン
タ
ラ
・
ジ
ャ

l
タ
カ
』
に
み
る
菩
薩
観
と

同
五
観
|
|

地
蔵
菩
薩
の
研
究

ヨ
ー
ガ
の
研
究

|
|
古
典
、
ョ

l
ガ
か
ら
現
代
日
本
ま
で
|
|

ア
メ
リ
カ
仏
教

古
代
イ
ン
ド
庶
民
の
生
活
保

|
|
法
典
類
を
中
心
に
|
|

日
本
仏
教
に
お
け
る
捨
身
の
思
想

環
境
問
題
と
仏
教

ポ
ロ
ブ
ド
ウ

l
ル
遺
跡
に
お
け
る
仏
伝
レ
リ
ー
フ
の
一
考
察

法
然
浄
土
教
の
研
究

|
|
念
仏
観
を
中
心
に
|
|

大
乗
仏
教
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

|
|
菩
薩
観
の
多
様
性
に
注
目
し
て
|
|

期

自IJ 慎達菜
希涯平郎摘

険大
道真道

山

名

苑

子

横

和

花

菜
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行
基
の
社
会
事
業
活
動
の
研
究

叡
尊
の
戒
律
思
想
の
研
究

|
|
衆
生
救
済
の
思
想
的
背
景
を
中
心
に
|
|

仏
教
教
団
の
成
立
過
程
の
検
討

|
|
デ
ー
ヴ
ア
ダ
ッ
タ
悪
人
説
を
通
し
て
|
|

ピ
ハ

l
ラ
活
動
と
仏
教
の
可
能
性

最
優
秀
卒
業
論
文
題
目

星中
野村

徳長
子二

i度
遁

加
島

英
嗣

平
成
二
十
三
年
度

仏
教
は
苦
行
を
否
定
し
た
か

ー
ー
マ
ハ
|
カ
ッ
サ
パ
の
頭
陀
と
デ

l
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
の
五
事
|
|

上
野

平
成
二
十
四
年
度

東
寺
立
体
昆
茶
維
の
研
究

|
|
密
教
建
築
の
視
点
か
ら
|
|

道
穴
の
戒
律
観

敦
子

ーi't
野

玲
子

両
山

範
明 徹

法
然
浄
土
教
の
研
究

『
極
楽
浄
土
九
日
間
往
生
義
』
に
つ
い
て

釈
迦
族
と
し
て
の
プ
ッ
ダ
の
研
究

空
海
の
密
教
思
想
の
研
究

行
基
菩
醸
の
研
究

臨
終
行
儀
に
つ
い
て

供
花
と
華
道

|
|
仏
教
と
芸
術
の
接
点
|
|

仏
教
教
団
の
成
立
過
程
の
検
討

|
|
デ

l
ヴ
ア
ダ
ッ
タ
悪
人
説
を
通
し
て
|
|

橋

本

綾

藤
本
麻
利
子

開

城

悠

松

本

耕

紀

合

成

咲

姫

米

国

明

生
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平
成
ニ
十
四
年
度

ガ
ン
ダ

l
ラ
の
い
わ
ゆ
る
ア
ト
ラ
ス
像
に
つ
い
て

『
観
心
略
要
集
』
の
研
究

品
心
、
鰭
浄
土
教
の
研
究

中
国
の
世
般
市
変
相
凶
に
関
す
る
研
究

大
学
院
修
士
論
文
題
目
一
覧

凶
千
加
礼
子

野

村

光

佑

藤

原

智

之

伴

問

悠

盟

|
|
金
村
山
呪
の
場
而
を
中
心
に
|
|

明
秀
光
主
の
浄
土
教
学
の
研
究

|
|
吋
必
要
紗
』
を
中
心
と
し
て
|
|

「
虎
を
伴
う
行
脚
的
図
」
の
研
究

ìyc~ 
兄

首
班
市
川
川

u"nf'' 

似

w
，SE
句'

タ
抗
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平
成
二
十
四
年
四
月
十
三
日
(
金
)

新
入
生
入
会
説
明
会
(
深
草
学
舎
一
二
号
館
一

O
一
教
室
)

五
月
三
十
一
日
(
木
)

龍
谷
仏
教
学
会
定
期
総
会
(
大
宮
学
舎
東
饗
一

O
三
教
室
)

十
一
月
二
十
日
(
火
)

龍
谷
仏
教
学
会
仏
教
学
大
会
(
大
宮
学
会
H

本
館
講
堂
}

講
師
上
山
大
峻
(
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
・
元
龍
谷
大
学
学
長
)

講
題
「
仏
教
と
現
代
L

平
成
二
十
五
年
一
月
十
六
日
(
水
)

飽
谷
仏
教
学
会
学
術
研
究
発
表
会
(
大
官
学
舎
西
健
二
階
大
会
議

{
全
)発
表
者

組

日

発
表
者

旭

川

発
表
者

組

け
発
表
者

平
成
二
十
四
年
度

龍
谷
仏
教
学
会
案
報題

日

発
表
者

題

円
発
表
者

題

日

!迅発
義
日者

士
H

田
慈
順
(
龍
谷
大
学
大
学
院
博
士
課
程
)

「
『
勝
質
経
疏
義
私
紗
』
と
天
台
教
義
と
の
一
致
」

井
上
綾
瀬
(
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
生
)

「
薬
健
度
記
事
の
古
肘
と
新
柄

|
|
飢
餓
の
記
事
を
中
心
に
|
|
」

壬
生
来
紀
(
飽
谷
大
学
大
学
院
博
士
課
程
)

「
〈
阿
弥
陀
経
v

の
成
立
時
期

|
|
阿
弥
陀
仏
の
指
命
を
手
掛
か
り
と
し
て
|
|
」

売
(
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
生
)

発
表
持

組

同
111 

日

「
ア
ピ
ダ
ル
マ
の
二
諦
説
」

早
島
慧
(
龍
谷
大
学
大
学
院
博
士
課
程
)

「
瑞
伽
行
唯
識
学
派
に
お
け
る
こ
論
説
解
釈
の
変
遷
」

問
中
充
(
龍
谷
大
学
大
学
院
博
士
課
程
)

「
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
第

m章
に
お
け
る
幻
の
警
輸
と
三

性
説
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
」

上
野
降
千
(
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
生
)

「
『
菩
薩
地
』
の
「
百
阿
十
不
共
仏
法
」
を
敷
街
し
て

『
大
束
荘
般
経
論
』
が
「
仏
の
功
徳
L

を
組
織
す
る
際

に
(
国
)
〈
十
八
不
共
功
徳
〉
と
(
初
)
〈
六
波
羅
蜜
の
完

成
〉
を
新
た
に
追
加
し
た
の
は
な
ぜ
か
」

那
創
川
間
(
仙
川
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
)

「
快
親
の
唯
心
拍
」
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編集後記

O'{ム教学研究』第69号をお而け致します。

本サは桂紹降先生の退職記念特集号として企画され、 12名の研究者の原稿を頂戴する

ことカfできました。

桂紹隆先生が、インド哲学・仏教論理学の研究を中心に幅広いご業績と同際的なご

活路で知られることは今夏中し tげるまでもありません。本号巻頭の略記からもその

一端が伺われますが、龍谷大学文学部教授にご若げで後は部谷大学アジア仏教文化研究

センターの発足と同時に所長に就任、現在に至っておられます。その|問、龍谷大学宗

教部長の要臓を務められ、研究と教育のj，tij而に買って力を注がれて龍谷大学の発展に
大きく寄与して下さいました。学外においても 11本学術会議連携会以・国際仏教文化

協会理事・仏教伝道協会理事をされ、平成22年には長年のご活躍によって中村元東方

学術賞を受a此されました。先生の大きな学恩に深く感謝を111し上げますとともに、こ

れからも龍谷仏教学会の発展と後進のためにご指導を賜りますようお願い申し上げる

次第であります。

2013年4Hから本学仏教学科は装いを改めて「アジアの仏教と文イヒ」と r11本の仏

教と文化」の2コース制となり、新カリキュラムのもとに新入生を迎えます。学科の

ホームページも新たに開設し、龍谷仏教学会に関係する企IIIIJや行事も最新情報として

逐次アップしてまいります(→ http://buddhism-ryukoku.jp/)。今後とも背織の一

層のご支援ご協力をお願い申し上げます。(道元徹心記)
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龍
谷
仏
教
学
会
会
則

第
一
章

総

則

本
会
は
、
組
持
仏
教
学
会
と
称

第

一

条

す
る
。

第
二
条
本
会
は
、
仏
教
学
の
研
績
な
ら

ぴ
に
会
員
相
互
の
親
陪
を
図
る
こ
と
を
も

っ
て
日
的
と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
、
事
務
所
を
京
都
市
.
卜

京
区
七
条
大
宮
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室

内
に
置
く
。

第

二

章

全

仁匂

j;=主

第
四
条
本
会
は
、
次
の
会
員
を
も
っ
て

構
成
す
る
。

て
名
誉
会
民
・
:
本
会
に
功
紋
の
あ
っ
た

人
の
巾
か
ら
、
.
理
事
会
が
こ
れ
を
航
時

し
、
総
会
で
承
認
す
る
。

二
、
個
人
会
員

A
(普
通
全
員
)
:
・
本
会

の
主
円
に
賛
同
す
る
研
究
指
を
も
っ
て

会
以
と
す
る
。

三
、
例
入
会
員

B
(学
生
全
員
)
・
:
龍
谷

大
学
文
学
部
の
仏
教
学
専
攻
の
学
生
を

も
っ
て
会
員
と
す
る
。

問
、
制
人
会
員

C
(賛
助
会

MS
・---本会

の
、
.
上
行
に
賛
同
し
て
し
ゅ
業
の
援
助
を
作

ら
と
す
る
者
お
よ
び
本
会
の
発
行
す
る

刊
行
物
の
入
手
を
専
ら
と
す
る
者
を
も

っ
て
会
員
と
な
す
。

五
、
同
体
会
員
・
:
仏
教
研
究
を
L

五
日
的
と

す
る
し
入
学
、
短
期
大
学
お
よ
び
そ
れ
に

準
ず
る
学
校
学
術
同
体
な
ら
び
に
本
会

の
主
旨
に
賛
同
す
る
同
体
を
も
っ
て
会

員
と
す
る
。

第

三

章

総

会

総
会
は
、
本
会
の
最
高
議
決
機

第

五

条

聞
で
あ
る
。

第
六
条
総
会
は
、
本
会
の
例
入
会
員
を

も
っ
て
構
成
す
る
。

第
七
条
総
会
は
、
個
人
会
員
の
五
分
の

一
以
上
の
参
加
を
も
っ
て
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
八
条
総
会
は
、
次
の
場
合
に
開
催
さ

れ
る
。
て
定
期
総
会
(
毎
年
五
月
)
。

二
、
会
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
。

三
、
全
員
の
五
分
の
一
以
上
の
述
持
に
よ

る
要
求
の
あ
っ
た
場
合
。

第
九
条
総
会
に
お
け
る
決
議
は
出
席
会

員
の
過
半
数
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。

役

第
四
章

64.
、

-aap 

第
十
条
本
会
は
、
次
の
役
員
を
山
市
く
。

一
、
会
長
一
名
:
・
理
事
の
中
か
ら
互
選

し
、
本
会
を
代
表
し
て
会
務
を
統
理
す

'hv
。

二
、
理
事
打
干
名
・
:
評
議
此
の
中
か
ら

万
一
選
す
る
。
即
日
事
は
瑚
事
会
を
組
織
し
、

会
務
を
処
聞
す
る
。

三
、
評
議
員
若
干
名
:
・
会
員
の
中
か
ら
、

総
会
に
お
い
て
選
出
す
る
。
た
だ
し
、

仙
の
役
日
以
と
の
誠
任
を
妨
げ
な
い
。

問
、
編
集
品
若
干
名
:
・
会
長
が
評
議
以

の
中
か
ら
委
嘱
し
、
学
会
誌
「
仏
教
学

研
究
」
の
査
説
、
編
集
を
行
う
。

五
、
委
員
若
「
名
:
・
会
長
が
会
員
の
中

か
ら
委
嘱
す
る
。

委
員
は
、
次
の
業
務
を
分
却
す
る
。

一
、
総
務
。
二
、
会
計
。
三
、
編
集
。

問
、
庶
務
。
丘
、
書
記
。

六
、
監
事
三
名
:
・
総
会
に
お
い
て
会
員

の
中
か
ら
互
選
し
、
会
務
を
監
査
す
る
。

第

卜

一

条

評

議
u
H
の
任
期
は
三
年
、
他
の

役
員
の
付
則
は
一
年
と
し
、
前
一
作
を
妨
げ

吟品

L
。
第

五

章

事

業

第
十
二
条
本
会
は
、
次
の
が
業
を
行
う
。

一
、
総
会
。

二
、
学
術
大
会
。

三
、
研
究
会
、
輪
読
会
お
よ
び
研
究
発
表

の
開
併
な
ど
。

問
、
学
会
誌
の
先
行
。

五
、
全
日
の
組
聴
に
関
わ
る
事
業
。

六
、
そ
の
他
、
必
要
と
す
る
事
業
。

第

六

章

会

計

第
十
三
条
本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
附

金
、
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
。

例
入
会
仰
は
は
、
年
額
問
、
五

O
O円
と
す

zv
。
同
体
会
費
は
、
年
額
一

O
、

0
0
0円
と

す
る
。

第
十
問
粂
本
会
の
会
計
年
度
は
、
阿
川
よ

り
刊
年
三
円
ま
で
と
し
、
会
計
組
合
は
定

期
総
会
に
お
い
て
行
う
。

第

七

章

附

則

本
会
則
は
、
総
会
の
決
品
に
よ
り
変
記
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
本
会
川
は
昭
和
問
十
五
年
十
二
月
十

日
施
行
の
龍
谷
大
学
仏
教
学
会
会
則
の

一
部
を
変
更
し
、
平
成
二
年
四
月
一

H

よ
り
施
行
す
る
。

二
、
本
会
則
は
、
平
成
二
年
四
日
一
日
施

行
の
能
谷
仏
教
学
会
会
則
の
一
部
を
変

更
し
、
平
成
六
年
四
月
一
日
よ
り
施
行

す
る
。
(
第
四
章
第
十
条
・
第
四
章
第

十
一
条
・
第
五
章
第
十
二
条
・
第
六
本

第
十
三
条
の
改
正
)
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